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医療環境における水質検査の意義



薬剤耐性菌が十分に減らない

• 手を介した伝播の継続

適切な手指衛生の実施

• 環境による伝播の継続

適切な環境の清掃・消毒

適切な水回り環境の整備

• 適正な抗菌薬使用





Essential Practice : 必ずやること

1. 手の皮膚や爪を健康に保つ

2. 適切な製品を選択する

3. 手指衛生剤をアクセスしやすい場所に設置する

4. 手や環境汚染を減らすために適切に手袋を使用する

5. シンクや排水口に関連した汚染に対し対策を講じる

6. 手指衛生の遵守を観察する

7. 安全文化が高まる適時で意味のあるフィードバックを行う



認識すべき事項と難解な要因

• 微生物伝播に水環境が大きく影響している

• Underestimation／過少評価されやすい

• 医療施設における水システムは

①多人数が使用

②広範囲で複雑

③認識や理解に専門知識が必要



医療施設における水システムと微生物伝播



政府広報
https://www.gov-online.go.jp/useful/article/201507/4.html



浄水場の仕組み

東京都水道局
https://www.waterworks.metro.tokyo.lg.jp/suigen/topic/26.html



医療施設内の受水槽（貯水槽・貯湯槽）

座間市
https://www.city.zama.kanagawa.jp/www/contents/1369286385726/index.html



上水

• 施設に供給される上水(当院は都水)はその質が担保されている

• しかし無菌ではない

• 施設内に供給された上水は、貯水槽や貯湯槽で貯留され、その
後長い配管で分配、蛇口から排出される

• 水道費削減のため地下水を処理して混合使用している施設も

• この複雑な水システムには多くのピットホールがある



貯水槽と貯湯槽



貯水槽・貯湯槽

• 最も重大なものがレジオネラ菌

• その他の病原体は稀？

• 必要な対策

給湯系：十分な加熱による温度管理

給水系：塩素消毒

• 温度管理や塩素管理が十分な場合、微生物の増殖が発生



温度管理による利点と欠点

• 加熱処理は消毒の基本

• 貯湯槽だけの加熱では不十分

• 配管全ての温度管理が必要

•高温による配管の腐食・孔食



塩素系消毒の利点と欠点

• 最も一般的で簡便

• 充分な水を使い続ければ蛇口末端まで効果的な塩素濃度となる

• 使用不十分だと、滞留・うっ滞による揮発で濃度低下

• 加温で濃度低下

• 揮発や加温が予想以上に発生しやすい

•過度な濃度上昇による腐食・孔食



給水・給湯配管と温度調整器



配管

宮崎市 https://www.city.miyazaki.miyazaki.jp/health/life_and_health/2238.html



配管

• 極めて長く、複雑、かつ目視できない

• 給水配管と給湯配管が近接していると両者の温度が「ぬるま
湯」になり微生物増殖を促進

• 金属腐食や浸食が発生し得る



温度調整器(TMV: Thermostat Mixing valve)



蛇口と整流器



Thanks to Dr. Michael Weinbren
King's Mill Hospital, UK

蛇口



本邦で普及する自動水栓の利点と欠点

利点

• レバーに触れずタッチレスである

• 節水が出来る

欠点

•節水モードゆえに使用頻度が低い蛇口は塩素濃度が低下

月曜日の朝

使用していない部屋／有料個室／休床部屋

• 手洗い時は手がセンサーに近づけやすく蛇口に触れる



蛇口に歯ブラシが近づく



整流器/ストレトナー Straightener

名古屋掖済会病院
横井博子看護師 提供





• Faucet aerators 整流器

• 中国からの報告

• CR-Acinetobacter

• 脳外科系ICU

• 食堂の蛇口（Faucet aerators整流器）から検出

• 4名の患者と遺伝子型が一致







Int J Infect Dis. 2020 ;93:300-304. PMID: 32147537 



シャワー



シャワー
4月 Blastomonas sp.

抗酸菌 3.5×10*4CFU/ml

6月 Blastomonas sp.

抗酸菌 3.5×10*4CFU/ml

8月 Blastomonas sp.

抗酸菌 3.5×10*4CFU/ml

シャワーヘッドの汚染か

その奥のホースの汚染か





Take Home Message

• 微生物伝播に水環境が大きく影響している

• 水システムは多人数が使用し、広範囲で複雑であるが、まずは
そのリスクの認識が必要である

• 水質検査／培養による評価がリスクの認識を高める
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